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相楽東部広域連合長 ･連合議会議長就任のご挨拶

　相楽東部 3 町村の住民の皆様、こんにちは。この度、相楽東部広
域連合長に就任しました南山城村長の平沼和彦でございます。私自
身、村長としての任期が、まだ 1 年を経過していない中での連合長
への就任ということで、改めて身が引き締まる思いを感じておりま
す。
　さて、相楽東部 3 町村においてはクリーンセンターが稼働を停止
して以降のごみ処理の方針や、少子高齢化に伴う人口の減少と言っ
た、様々な課題 ･ 問題が山積しています。また、新型コロナウイル
ス感染症に伴う休校による児童 ･ 生徒の教育環境の確保等、新たな
問題にも直面しています。相楽東部広域連合においては、ごみ処理
及び教育関係の事務を所管しているため、これらの問題に率先して
取り組んでいく所存でございます。住民の皆様におかれましては、
引き続きご助力をよろしくお願い申し上げます。

　　　　　　　　相楽東部広域連合 広域連合長（南山城村長）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平沼　和彦

【広域連合長】

　この度、相楽東部広域連合議会議長に就任しました岡田勇でござ
います。連合議会においてご推挙をいただき、議長という大役をお
受けする事となり、身の引き締まる思いであります。
　さて、新型コロナウイルスによる感染症が世界中に蔓延しており
ます。一刻も早くこの状況を打破し、収束させることが国として最
優先 ･ 最重要課題であることは、私たち議員はもとより、国民全体
の共通理解とするところであります。
　とりわけ、広域連合議会 ･ 教育の関係では小中学校の長期臨時休
校による学力低下の防止や子どもの生活対策などについて十分な財
政措置を講じることが必要であり、3 町村議会とも連携し、この事態
を乗り越えていかなくてはなりません。
　また、クリーンセンターの今後の管理や安全性など課題も山積し
ており、このような状況の中、今後とも議会が円滑に進むように議
員各位 ･ 行政の皆様方のご協力をいただきながら務めさせていただ
きたいと思っております。

　　　　　　　　相楽東部広域連合議会 議長　岡田　勇

【広域連合議会議長】

　令和２年４月22日付けで南山城村･平沼村長が相楽東部広域連合の広域連合長に、５月14日付けで和束町議会
の岡田副議長が相楽東部広域連合議会の議長に、それぞれ就任されました。
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　プラスチックは、非常に便利な素材です。成形しやすく、軽くて丈夫で密閉性も高いため、製品の軽量化や食
品ロスの削減など、あらゆる分野で私たちの生活に貢献しています。一方で、廃棄物・資源制約、海洋プラスチッ
クごみ、地球温暖化などの課題もあります。私たちは、プラスチックの過剰な使用を抑制し、賢く利用していく
必要があります。
　このような状況を踏まえ、７月１日より、全国でプラスチック製買物袋、いわゆるレジ袋の有料化を行うこと
となりました。これは、普段何気なくもらっているレジ袋を有料化することで、それが本当に必要かを考えてい
ただき、私たちのライフスタイルを見直すきっかけとすることを目的としています。
　みなさんも、レジ袋有料化をきっかけに自身のライフスタイルを見つめ直し、エコバッグを持ち歩く等、でき
るところからプラスチックを賢く使う工夫をしてみましょう。

【レジ袋有料化に関する問合せ先】

制度概要などの詳細はこちら



4広報  2020.6 第171号

まち＊むらの 話題

笠
置
町

和
束
町

南
山
城
村

お
茶
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

復
刻
版
「
笠
置
サ
イ
ダ
ー
」

熱
中
症
予
防
の
た
め
に

駅
舎
で
憩
い
を

マ
ス
ク
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

　

４
月
30
日
（
木
）、
上
香
園 

岡
田
文
利
さ
ん
よ
り
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
の
た
め
に
、
町
内
の
ひ
と
り

暮
ら
し
高
齢
者
と
和
束
町
役
場
に
２
４
０
袋
の
粉
末
煎
茶
を

寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
２
１
０
世
帯
に
は
、
民
生
児
童
委

員
の
み
な
さ
ん
が
見
守
り
を
兼
ね
て
配
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

日
本
の
炭
酸
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
発
祥
の
地
と
さ
れ
る

京
都
府
笠
置
町
の
歴
史
を
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
、
官
民
出
資

の
笠
置
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社
が
、「
復
刻
版 

京
都
笠
置
炭

酸
サ
イ
ダ
ー
」
を
令
和
元
年
５
月
に
販
売
し
ま
し
た
。

　

現
在
で
は
、
源
泉
は
炭
酸
濃
度
が
低
い
た
め
使
用
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、
ラ
ベ
ル
は
当
時
の
デ
ザ
イ
ン
を
忠
実
に
再
現

し
ま
し
た
。
町
内
に
お
住
い
の
お
年
寄
り
の
な
か
に
は
「
昔

は
コ
ッ
プ
を
持
参
し
て
、
湧
き
出
る
炭
酸
泉
を
飲
ん
で
い

た
」
と
思
い
出
を
語
る
人
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
販
売
状

況
も
好
調
で
発
売
以
来
約
２
０
０
０
本
近
く
売
れ
て
い
ま

す
。「
京
都
笠
置
炭
酸
サ
イ
ダ
ー
」
は
、
笠
置
ま
ち
づ
く
り

株
式
会
社
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
の
ほ
か
、
Ｊ
Ｒ
関
西
本

線
「
笠
置
」
駅
構
内
の
カ
フ
ェ
や
笠
置
町
内
の
飲
食
店
、
南

山
城
村
の
道
の
駅
で
購
入
で
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
暑
い
毎

日
、
爽
や
か
な
「
笠
置
サ
イ
ダ
ー
」
が
美
味
し
い
季
節
で
す
。

ぜ
ひ
、
ご
賞
味
下
さ
い
。

　

熱
中
症
は
気
温
が
高
く
な
く
て
も
湿
度
が
高
い
と
か
か
り

や
す
く
、
こ
れ
か
ら
の
梅
雨
の
時
期
は
要
注
意
と
な
り
ま
す
。

≪
熱
中
症
の
症
状
≫

　

 

め
ま
い
・
立
ち
く
ら
み
・
手
足
の
し
び
れ
・
筋
肉
の
こ
む

ら
返
り
・
気
分
が
悪
い
・
頭
痛
・
吐
き
気
・
嘔
吐
・
倦
怠

感
・
虚
脱
感
・
い
つ
も
と
様
子
が
違
う

日
常
生
活
で
の
熱
中
症
予
防
ポ
イ
ン
ト

◦
の
ど
が
渇
い
て
い
な
く
て
も
こ
ま
め
に
水
分
を
摂
る
。

◦ 

こ
ま
め
な
換
気
・
遮
光
カ
ー
テ
ン
・
す
だ
れ
・
う
ち
み
ず

を
す
る
な
ど
工
夫
し
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
を
使
っ
て
室
温

管
理
を
す
る
。

◦ 

体
の
蓄
熱
を
避
け
る
通
気
性
の
良
い
吸
湿
性
・
速
乾
性
の

あ
る
衣
服
を
着
用
す
る
。

◦
外
出
時
は
日
傘
や
帽
子
を
着
用
す
る
。

保
健
師
か
ら
『
果
汁
入
り
経
口
補
水
液
レ
シ
ピ
』
を
紹
介

　

果
汁
を
入
れ
る
こ
と
で
風
味
が
改
善
さ
れ
お
い
し
く
な
る

こ
と
と
、
ク
エ
ン
酸
や
カ
リ
ウ
ム
を
摂
取
で
き
る
よ
う
に
な

る
こ
と
が
メ
リ
ッ
ト
で
す
。

◦
水
５
０
０
㎖
・
砂
糖
20
ｇ
・
塩
1.5
ｇ
・
レ
モ
ン
果
汁
25
㎖

　

作
っ
た
後
は
１
～
２
日
以
内
に
飲
む
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

平
成
29
年
度
か
ら
令
和
元

年
度
に
か
け
て
京
都
府
支
援
の

「
駅
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
進

め
て
き
た
Ｊ
Ｒ
大
河
原
駅
の
駅

舎
設
備
、
待
合
設
備
の
改
修
工

事
が
終
わ
り
、
４
月
か
ら
は
待

合
室
内
に
災
害
対
応
型
の
飲
料

自
動
販
売
機
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
や
相
楽
東
部
広
域
バ
ス

の
乗
り
継
ぎ
の
待
合
に
、
ま
た

地
域
の
方
々
の
憩
い
の
場
と
し

て
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

５
月
11
日
（
月
）、
カ
オ

リ
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ 

代

表
取
締
役
の
ア
ル
ナ 

シ
ャ

ン
タ
さ
ん
よ
り
、
マ
ス
ク

を
８
０
０
枚
、
寄
付
い
た

だ
き
ま
し
た
。「
町
内
の
中

学
生
の
た
め
に
使
っ
て
く

だ
さ
い
」
と
の
こ
と
で
し

た
の
で
、
和
束
中
学
校
へ

お
渡
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

教
育
現
場
の
安
全
安
心
対

策
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
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行政 A d m i n i s t r a t i o n

教育

情報公開及び個人情報保護制度の運用状況（令和元年度）

　笠置町・和束町・南山城村及び相楽東部広域連合では情報公開条例により、公文書の公開等をおこなっています。
また、個人情報保護条例により、本人の請求に応じて、実施機関の保有する個人情報の開示や訂正等をおこなって
います。令和元年度の各制度の運用状況は、次のとおりです。

◦情報公開及び個人情報保護制度の運用状況（令和元年度）

笠置町 和束町 南山城村 連　合

１．情報公開制度の運用 個人 法人 個人 法人 個人 法人 個人 法人

（１）公文書の公開請求にかかるもの

請求件数 5 0 1 9 16 2 0 0

公
開
状
況

全部公開 0 0 0 7 2 2 0 0

一部公開 5 0 1 2 16 0 0 0

却　　下 0 0 0 0 0 0 0 0

（２）不服申立にかかるもの 申立件数 0 0 0 0 0 0 0 0

２．個人情報保護制度の運用

（１）保有個人情報の開示請求にかかるもの 請求件数 0 0 0 0 0 0 0 0

（２）保有個人情報の訂正又は利用停止請求にかかるもの 請求件数 0 0 0 0 0 0 0 0

※制度運用については、現在お住まいの町村総務課までお問合せください。

中学校教科書見本展示会のご案内
　令和３年度中学校で使用する教科書を採択するにあたり、教育委員会では、採択の候補となっている教科書展
示会を下記のとおり開きます。
　各展示会場には、アンケート用紙を準備していますので、教科書に関するご意見などをお寄せください。

記
【巡回展示会】　中学校教科書見本

展 示 会 場 名 展 示 期 間 展 示 時 間

笠 置 中 学 校 ６月10日（水）～16日（火）

午前９時～午後４時和 束 中 学 校 ６月17日（水）～23日（火）

和束町体験交流センター ６月24日（水）～30日（火）

【法定展示会】
展 示 会 場 名 展 示 期 間 展 示 時 間

山 城 教 科 書 セ ン タ ー ６月12日（金）～７月１日（水） 午前８時30分～午後７時
※各会場とも土・日曜を除きます。
※山城教科書センターは、京都府山城教育局内にあります。

問合せ
　教育委員会学校教育課　☎0774・78・4335
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保健・福祉

シ
リ
ー
ズ
　
相
楽
医
師
会
　 

健
康
ア
ド
バ
イ
ス

そ
の
63
　
ア
ス
ペ
ル
ギ
ル
ス
症
で
気
を
つ
け
る
こ
と

　

ア
ス
ペ
ル
ギ
ル
ス
症
は
土
壌
・
空

気
中
・
穀
物
な
ど
自
然
界
に
存
在

す
る
ア
ス
ペ
ル
ギ
ル
ス
と
い
う
糸

状
菌
に
よ
っ
て
起
こ
る
感
染
症
で
、

３
０
０
種
以
上
の
菌
種
が
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
ヒ
ト
に
病
原
性
を
有

す
る
菌
は
約
10
種
ほ
ど
で
す
。
病
体

に
よ
っ
て
侵
襲
型
・
慢
性
型
・
ア
レ

ル
ギ
ー
型
の
３
種
に
大
別
さ
れ
、
肺

や
副
鼻
腔
や
外
耳
道
で
発
症
し
、
発

熱
・
咳が

い
そ
う嗽

・
血け

っ
た
ん痰

・
鼻
出
血
・
呼
吸

困
難
な
ど
の
症
状
が
で
ま
す
。
中
枢

神
経
に
広
が
れ
ば
痙け

い
れ
ん攣

・
意
識
障
害

を
呈
し
、
予
後
不
良
に
な
る
こ
と
も

あ
り
注
意
が
必
要
で
す
。

　

陳
旧
性
肺
結
核
症
や
気
管
支
拡

張
症
の
あ
る
方
は
ア
ス
ペ
ル
ギ
ル
ス

が
気
道
か
ら
空
洞
に
到
達
し
菌
球
を

形
成
し
ま
す
。
悪
性
腫
瘍
の
化
学
療

法
中
や
臓
器
移
植
後
な
ど
全
身
の
免

疫
状
態
が
極
め
て
不
良
な
方
は
侵
襲

型
に
な
り
や
す
く
、
糖
尿
病
・
腎
不

全
・
ス
テ
ロ
イ
ド
投
与
な
ど
軽
度
の

免
疫
低
下
状
態
で
も
慢
性
型
で
発
症

す
る
可
能
性
が
あ
り
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

　

診
断
に
は
喀
痰
か
ら
菌
の
検
出
や

培
養
検
査
が
必
要
で
、
血
清
診
断
で

は
β-

Ｄ-

グ
ル
カ
ン
、
抗
ア
ス
ペ
ル

ギ
ル
ス
抗
体
の
検
査
が
あ
り
、
胸
部

Ｃ
Ｔ
検
査
も
有
用
で
す
。
治
療
に
は

内
服
薬
や
吸
入
薬
が
あ
り
、
肺
切
除

手
術
の
適
応
に
な
る
方
も
い
ま
す
。

喀か
っ
け
つ血

の
予
防
は
大
切
で
、
血
痰
が
あ

れ
ば
医
療
機
関
を
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。
症
状
の
な
い
場
合
は
無
治
療
で

経
過
を
見
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ア
ス
ペ
ル
ギ
ル
ス
は
気
道
を
介
し

て
ヒ
ト
に
感
染
を
起
こ
す
た
め
、
分

生
子
の
吸
入
を
阻
止
す
る
こ
と
が
最

も
効
果
的
な
予
防
法
で
す
。
フ
ィ
ル

タ
ー
を
用
い
た
換
気
、
浸
潤
洗
剤
を

用
い
た
ホ
コ
リ
の
排
除
や
鑑
賞
植
物

を
置
か
な
い
な
ど
、
細
か
い
配
慮
が

必
要
で
す
。

　

近
年
、
さ
ま
ざ
ま
な
菌
や
ウ
イ
ル

ス
が
蔓
延
し
て
い
ま
す
。
う
が
い
の

励
行
や
マ
ス
ク
の
着
用
な
ど
普
段
か

ら
感
染
症
対
策
に
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

藤
木
医
院

藤
木
新
治

ピロリ菌除菌治療費の助成金申請

令和２年度子育て世帯への臨時特別給付金

　一定の条件を満たす対象者にピロリ菌
一時除菌のための薬剤費などを支給しま
す。（上限2,000円）
対象者　 検診や人間ドックなどでピロリ

菌感染（胃炎など疑い含む）が
判明し令和２年１月１日～令和２年３月31日の間
に除菌治療を完了した方。

受付期限　６月30日（火）まで
問合せ
　京都府健康福祉部 健康対策課 がん対策担当
　　☎075・414・4766

　令和２年度子育て世帯への臨時特別給付金は新型コロナウイルス感染症の影響を受けている子育て世帯の
生活を支援する取組の一つとして、児童手当（本則給付）を受給する世帯（０歳～中学生のいる世帯）に対
する臨時特別の給付金です。
◦ 令和２年度４月分（３月分を含む）の児童手当（本則給付）の受給者の方に支給します。
◦対象児童１人につき、１万円です。
※ 実施主体は、令和２年３月31日時点での居住町村です。
※ 公務員については、所属庁が支給対象者であると証明したうえで、本人が居住町村に申請してください。
問合せ
　笠置町保健福祉課　　☎0743・95・2301（代表）
　和束町福祉課　　　　☎0774・78・3006（直通）
　南山城村保健福祉課　☎0743・93・0104（直通）

◦相楽休日応急診療所の診療体制

受付時間 午前８時30分～
午後０時30分　

診療時間 午前９時～　　

症状によっては診察できない場合や京都山城総合医療セ
ンターを紹介する場合があります。

受診前には電話でお問合せください。
７月の診療科目は次のとおりです。
（急に変更になる場合があります。）

月　　日 診療科目
７月 5日（日） 内科
　　12日（日） 内科
　　19日（日） 内科

　　　　23日（木・祝） 内科・小児科
　　　　24日（金・祝） 内科

　　26日（日） 内科・小児科
※６月分については広報れんけい５月号をご覧ください。

問合せ　相楽休日応急診療所（相楽会館内）
☎0774・73・9988（直通）
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安心・安全

地
震
に
備
え
今
こ
そ
！

耐
震
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う

特
別
定
額
給
付
金
に
関
す
る
お
し
ら
せ

給
付
金
の
詐
欺
に
注
意
!!

木
津
警
察
署
か
ら
の
お
し
ら
せ

◇
特
殊
詐
欺
被
害･

不
審
電
話･

不
審
メ
ー
ル
に
注
意
を
！

◇
不
法
就
労･

不
法
滞
在
防
止
の
た
め
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

問
合
せ　

木
津
警
察
署 

☎
０
７
７
４
・
72
・
０
１
１
０

　

今
年
４
月
以
降
、
木
津
警
察
署
内
で
は

◦ 

木
津
警
察
署
員
を
騙
る
男
か
ら｢

犯
罪
が
あ
り
、
犯
人

を
捕
ま
え
た
。
こ
れ
か
ら
警
察
官
を
向
か
わ
せ
ま
す
。｣

な
ど
と
電
話
が
あ
り
、
そ
の
後
高
齢
の
被
害
者
が
自
宅

に
来
訪
し
た
男
か
ら
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
騙
し
取
ら

れ
、
預
金
が
引
き
出
さ
れ
る
。

◦ ｢

有
料
サ
イ
ト
の
未
納
料
金
が
発
生
し
て
い
る
。｣

な

ど
の
不
審
メ
ー
ル
を
受
信
し
、
電
子
ギ
フ
ト
券
を
購
入

さ
せ
る
手
口
で
利
用
権
を
騙
し
取
ら
れ
る
。

◦ 

木
津
警
察
署
員
を
騙
る
男
か
ら｢

通
帳
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
の
情
報
が
流
出
し
て
い
ま
す
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。｣

等
の
不
審
電
話
に
関
す
る
事
案
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
不

審
な
電
話
や
メ
ー
ル
な
ど
は
、
一
人
で
対
応
せ
ず
家
族
や

警
察
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

日
本
に
お
け
る
不
法
残
留
者
は
８
万
９
８
９
２
人(

令

和
２
年
１
月
１
日
現
在
、
法
務
省
統
計)

で
、
不
法
入
国

等
を
合
わ
せ
る
と
こ
の
数
を
上
回
る
不
法
滞
在
者
が
日
本

に
残
留
し
て
い
ま
す
。
不
法
滞
在
者
の
多
く
が
不
法
就
労

し
て
い
る
と
み
ら
れ
、
治
安
な
ど
の
面
で
悪
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
不
法
就
労
す
る
外
国
人
自
身
も
賃
金
を
搾
取
さ

れ
た
り
、
労
働
災
害
で
の
十
分
な
救
済
を
受
け
ら
れ
な
い

な
ど
の
被
害
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
警
察
で
は
、
来
日
外
国
人
犯

罪
を
始
め
、
不
法
就
労･

不
法
滞
在
等
に
対
処
す
る
た
め

の
諸
施
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
社
会
の
健
全
な
発
展
を

目
指
し
、
不
法
滞
在･

不
法
就
労
問
題
に
つ
い
て
正
し
く

理
解
し
、
外
国
人
の
不
法
就
労･

不
法
滞
在
を
な
く
す
た

め
に
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

昨
今
、
全
国
的
に
地
震
が
多
発
し
て
い
る
な
か
、
私
た
ち

の
周
辺
で
も
そ
の
よ
う
な
大
地
震
が
い
つ
起
こ
る
か
も
わ
か

り
ま
せ
ん
。
地
震
へ
の
備
え
と
し
て
、
ま
ず
は
住
ま
い
の
耐

震
性
が
わ
か
る
耐
震
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

絶
対
に
教
え
な
い
！
渡
さ
な
い
！

◦
暗
証
番
号

◦
通
帳

◦
口
座
番
号

◦
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

◦
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

　

町
村
や
総
務
省
な
ど
が
左
記
を
お
こ
な
う
こ
と
は
絶
対
に

あ
り
ま
せ
ん
。

×
現
金
自
動
預
払
機
（
Ａ
Ｔ
Ｍ
）
の
操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と

×
受
給
に
あ
た
り
、
手
数
料
の
振
込
み
を
求
め
る
こ
と

× 

メ
ー
ル
を
送
り
、
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
申
請
手
続
き

を
求
め
る
こ
と

× 

町
村
か
ら
送
付
さ
れ
る
申
請
書
以
外
で
個
人
情
報
を
お
尋

ね
す
る
こ
と

「
怪
し
い
な
？
」
と
思
っ
た
ら
遠
慮
無
く
ご
相
談
く
だ
さ
い

◦
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
局
番
な
し
の
３
桁
）　

１
８
８

◦
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
給
付
金
関
連
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
　

☎
０
１
２
０
・
２
１
３
・
１
８
８

◦
お
住
ま
い
の
町
村

◦
お
近
く
の
警
察
署

◦
警
察
相
談
専
用
電
話

　
　

＃
９
１
１
０

　

詳
し
く
は
、
総
務
省 

給
付
金

で
検
索
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

耐
震
診
断
の
結
果
、「
倒
壊
す
る
可
能
性
が
高
い
」
と
さ

れ
た
場
合
、
住
宅
の
耐
震
改
修
を
お
勧
め
し
ま
す
。
最
高

１
０
０
万
円
ま
で
の
補
助
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
・
申
込
み

　

笠
置
町
総
務
財
政
課　
　
☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１
（
代
表
）

　

和
束
町
総
務
課　
　
　
　
☎
０
７
７
４
・
78
・
３
０
０
１
（
直
通
）

　

南
山
城
村
建
設
水
道
課　
☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
６
（
直
通
）

　

３
０
０
０
円
で
耐
震
診
断
か
ら
耐
震
補
強
プ
ラ
ン
の
提
案

ま
で

対　

象

　

①
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
木
造
住
宅

　

② 

延
べ
床
面
積
の
１
／
２
以
上
を
住
宅
と
し
て
使
用
し
て

い
る
も
の

　

③ 

簡
易
耐
震
診
断
の
結
果
、
倒
壊
の
危
険
性
が
高
い
も
の

費　

用　

個
人
負
担
３
０
０
０
円

内　

容　

 

京
都
府
登
録
の
耐
震
診
断
士
に
よ
る
耐
震
診
断
、

診
断
結
果
の
説
明
、
耐
震
改
修
の
提
案
、
概
算
工

事
費
の
提
示

募
集
戸
数　

 

申
込
み
数
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
ご
希
望
に
添
え

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
込
締
切　

12
月
28
日
（
月
）
ま
で

木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
派
遣
事
業
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おしらせ

日　

時　

７
月
12
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
～
正
午

場　

所　

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部
３
階

内　

容　

 

心
肺
蘇
生
法
・
異
物
除
去
法
・
止
血

法
及
び
自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ

Ｅ
Ｄ
）
の
使
用
方
法
な
ど

対
象
者　

 

木
津
川
市･

笠
置
町･

和
束
町
及
び

南
山
城
村
に
在
住･

在
学
ま
た
は
勤

務
者
（
中
学
生
以
上
の
方
と
し
ま

す
。）

募
集
人
員　

先
着
30
人

　
　
　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。

受
講
料　

無
料

申
込
期
間　

６
月
１
日
（
月
）
～
30
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
ま
で

　
　
　
　
（
土
日･

祝
日
を
除
く
）

問
合
せ　

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部

　
　
　
　

警
防
課
救
急
係

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４･

75･

１
３
８
２

普
通
救
命
講
習
会
受
講
者
募
集

募

　集

募

　集

相

　談

相

　談

講

　座

講

　座

◦
和
束
町
教
室

実
施
日　

６
月
１
日
（
月
）・
15
日
（
月
）

時　

間　

午
後
７
時
30
分
～
８
時
40
分

場　

所　

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー

講　

師　

イ
ー
ラ
イ
・
フ
ァ
ス
タ
先
生

問
合
せ　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

◦
南
山
城
村
教
室

実
施
日　

６
月
10
日
（
水
）・
24
日
（
水
）

時　

間　

午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分

場　

所　

 

南
山
城
村
文
化
会
館
（
や
ま
な
み
ホ 

ー
ル
）

講　

師　

ク
ラ
ー
ク
・
ボ
ー
ド
リ
ー
先
生

問
合
せ　

教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
５
８
０

実
施
日　

６
月
13
日
（
土
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

『
大
人
の
英
会
話
教
室
』

『
親
と
子
の
茶
道
教
室
』（
南
山
城
村
）

実
施
日　

６
月
16
日
（
火
）

時　

間　

午
後
１
時
～
４
時

場　

所　

産
業
振
興
会
館
１
階
和
室

問
合
せ　

笠
置
町
税
住
民
課
・
総
務
財
政
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１（
代
表
）

人
権
相
談
・
行
政
相
談
（
笠
置
町
）

開
催
日　

６
月
23
日
（
火
）

場　

所　

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

　
　
　
　

 

南
山
城
村
文
化
会
館

　
　
　
　
（
や
ま
な
み
ホ
ー
ル
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
～
４
時

参
加
対
象　

 

３
町
村
に
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上

の
方
（
高
校
生
除
く
）

定　

員　

先
着
各
10
人

参
加
費
用　

７
０
０
円
（
２
枚
分
）（
講
習
料
＋
材
料
費
）

　
　
　

※
当
日
徴
収
し
ま
す
。

講　

師　

畑　

紀
子
さ
ん

持
ち
物　

裁
縫
道
具
一
式
、
ミ
シ
ン
糸
、
筆
記
用
具

受
付
期
間　

６
月
８
日
（
月
）
～
17
日
（
水
）

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

そ
の
他　

 　

参
加
人
数
に
よ
り
、
１
回
講
座
と

な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
（
そ
の
際
は

後
日
連
絡
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）。

問
合
せ　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

開
催
日　

６
月
30
日
（
火
）

場　

所　

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時

　
　
　
　

笠
置
産
業
振
興
会
館

　
　
　
　
　

午
後
２
時
～
３
時

講　

師　

勝
田
智
子
さ
ん

参
加
対
象　

 

３
町
村
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上
の

方
（
高
校
生
除
く
）

参
加
定
員　

先
着
各
10
人

参
加
費
用　

１
７
０
０
円
程
度
（
材
料
費
＋
講
習
料
）

持
ち
物　

軍
手
・
ス
コ
ッ
プ
・
タ
オ
ル
・
割
り
箸

申
込
期
間　

６
月
10
日
（
水
）
～
19
日
（
金
）

そ
の
他　

 　

参
加
人
数
に
よ
り
、
１
回
講
座
と

な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
（
そ
の
際
は

開
催
日　

７
月
12
日
（
日
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場　

所　

 

南
山
城
村
文
化
会
館
（
や
ま
な
み
ホ 

ー
ル
）

講　

師　

本
村
陽
子
さ
ん
（
ピ
ア
ニ
ス
ト
）

申
込
期
間　

６
月
22
日
（
月
）
～
７
月
３
日
（
金
）

参
加
対
象　

 

３
町
村
在
住
・
在
勤
の
小
学
生
以
上

の
方
（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

定　

員　

先
着
20
人

参
加
料　

無
料

問
合
せ　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

日　

時　

６
月
10
日
（
水
）
～
24
日
（
水
）

場　

所　

和
束
町
役
場
１
階
ホ
ー
ル

テ
ー
マ　
「
資
料
調
査
報
告
」

内　

容　

 　

今
回
は
、
当
室
が
こ
れ
ま
で
に
調

べ
た
町
内
に
残
る
歴
史
や
文
化
に
関

す
る
資
料
の
一
端
を
展
示
し
ま
す
。

役
場
に
来
ら
れ
た
と
き
は
、
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

大
人
も
Ｗ
ａ
ｋ
ｕ
Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
体
験
事
業

大
人
も
Ｗ
ａ
ｋ
ｕ
Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
体
験
事
業

大
人
も
Ｗ
ａ
ｋ
ｕ
Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
体
験
事
業

『
手
作
り
マ
ス
ク
教
室
』（
手
縫
い
）

『
寄
せ
植
え
教
室
』

「
に
じ
っ
こ
・
城
陽
」

日　

時　

６
月
13
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
11
時
～
午
後
２
時

　
　
　
　
　
（
受
付
10
時
30
分
～
）

　
　
　
　

７
月
11
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
11
時
～
午
後
２
時

　
　
　
　
　
（
受
付
10
時
30
分
～
）

会　

場　

京
都
府
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

対
象
者　

 

聞
こ
え
に
く
い
子
ど
も
と
そ
の
ご
家

族
、
子
ど
も
の
聞
こ
え
に
不
安
を
感

じ
て
い
る
ご
家
族
、
聞
こ
え
に
く
い

両
親
や
聞
こ
え
る
兄
弟

『
陽
子
先
生
の
音
楽
講
座
』

 

“
音
か
ら
拡
が
る
イ
マ
ー
ジ
ュ
”

場　

所　

 

南
山
城
村
文
化
会
館
（
や
ま
な
み
ホ 

ー
ル
）

講　

師　

菅
瀬
操
仙
さ
ん

対
象
者　

親
と
子
の
茶
道
教
室
受
講
生

　

※ 

受
講
生
以
外
の
方
で
も
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
５
８
０

※ 

以
上
の
各
事
業
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
対
策
の
た
め
、
今

後
の
状
況
に
応
じ
て
、
変
更
、
ま
た
は
中
止

さ
せ
て
い
た
だ
く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
、
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
お

電
話
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

催

　し

催

　し

和
束
町
史
編
さ
ん
室

京
都
府
委
託　

南
部
難
聴
幼
児
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業

『
写
真
展
示
』の
案
内

後
日
連
絡
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）。

問
合
せ　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

参
加
費　

無
料

申
込
方
法　

 

問
合
せ
先
ま
で
メ
ー
ル
ま
た
は
電

話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

京
都
府
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
城
陽
市
寺
田
林
ノ
口
11
番
64)

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
30
・
９
０
０
０

　
　
　
　

℻
０
７
７
４
・
55
・
７
７
０
８

　
　
　
　

nanbu-nanchoyoji@kyoto-chogen.or.jp
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おしらせ

実
施
日　

６
月
２
日
（
火
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場　

所　

和
束
町
役
場 

第
１
相
談
室

問
合
せ　

和
束
町
総
務
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
０
０
１（
直
通
）

行
政
相
談
（
和
束
町
）

実
施
日　

６
月
26
日
（
金
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場　

所　

和
束
町
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　
和
束
町
人
権
啓
発
課（
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
４
８
８

人
権
相
談
（
和
束
町
）

日　

時　

６
月
23
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　

所　

木
津
川
市
木
津
駅
前
１-

10

　
　
　
　
（
Ｊ
Ｒ
木
津
駅 

西
口
ロ
ー
タ
リ
ー
前
す
ぐ
）

　
　
　
　

 

し
ょ
う
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援

セ
ン
タ
ー
「
あ
ん
」

費　

用　
　

無
料

問
合
せ　
し
ょ
う
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
「
あ
ん
」

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
71
・
０
７
０
１

　
　
　
　
　

℻
０
７
７
４
・
71
・
０
７
０
５

※ 

相
談
会
以
外
の
日
に
も
、
ご
相
談
を
お
受
け

し
て
お
り
ま
す
の
で
、お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

就
職
相
談
（
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
方
の
相
談
会
）

日　

時　

６
月
18
日
（
木
）

　
　
　
　

①
午
前
10
時
～　

②
午
前
11
時
～

　
　
　
　

③
午
後
１
時
～　

④
午
後
２
時
～

場　

所　

 

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー
（
相
楽
会
館
内
）

内　

容　

聴
こ
え
に
関
す
る
相
談･

聴
力
測
定

※
聴
力
測
定
を
ご
希
望
の
方
は
１
時
間
程
度

対　

象　

 

木
津
川
市
・
相
楽
郡
内
に
お
住
ま

い
で
聴
こ
え
に
不
自
由
を
感
じ
て

お
ら
れ
る
方
と
そ
の
ご
家
族

費　

用　

無
料

申
込
み　

 

お
電
話
ま
た
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
１
週
間

前
ま
で
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。
ご

予
約
の
際
、
お
名
前
・
年
齢
・
住
所
・

電
話
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
）・
相
談
内
容
・

ご
希
望
の
時
間
帯
を
お
し
ら
せ
く

だ
さ
い
。
申
込
み
が
多
い
場
合
は
、

変
更
を
お
願
い
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

〒
６
１
９-

０
２
１
４

　
　
　
　

木
津
川
市
木
津
上
戸
15
番
地

　
　
　
　

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４･
75･

２
０
３
０

　
　
　
　
　

℻
０
７
７
４･
72･
６
８
６
２

き
こ
え
の
相
談
会

実
施
日　

６
月
22
日
（
月
）

時　

間　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

場　

所　

月
ヶ
瀬
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
集
会
所

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２
（
直
通
）

行
政
・
人
権
・
困
り
ご
と
相
談
（
南
山
城
村
）

実
施
日　

６
月
22
日
（
月
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
５
時

　
　
　
　
（
相
談
時
間
は
30
分
）

場　

所　

 

月
ヶ
瀬
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
集
会
所

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２
（
直
通
）

　

※ 

無
料
法
律
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要
で

す
。
事
前
予
約
は
６
月
19
日
（
金
）
午
後

５
時
ま
で
受
付
け
て
い
ま
す
。

無
料
法
律
相
談
（
南
山
城
村
）

　心と体のさまざまな相談に24時間体制でお応えします。※通話・相談は無料です。
◇ ご相談内容に応じてアドバイスいたします。場合によっては、お名前と年齢を告げてください。
◇ どこからでも笠置町・南山城村にお住いのみなさんが無料（フリーダイヤル）でご相談できます。
◇ プライバシーは厳守されるシステムになっていますので、安心してご相談ください。

救急・健康ダイヤル24
伊賀・山城南・東大和定住自立圏事業

実
施
日

場　

所

６
月
19
日（
金
）

童
仙
房
公
民
館

　
　

26
日（
金
）

高
尾
公
民
館

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

問
合
せ　

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
２
９
４

健
康
相
談
（
南
山
城
村
）

粗大ごみ
　出せるもの（一例）：家具類・ふとん・カーペット・アルミ製品・調理器具
　　　　　　　　　　 電化製品（テレビ・冷蔵庫・洗濯機・エアコン・パソコンを除く）

粗大ごみの出し方

粗大ごみで収集しないもの（一例）
　◎法律で定められたもの(家電リサイクル法等)
　　テレビ・冷蔵庫・エアコン・洗濯機・パソコン
　◎危険なもの
　　消火器・ガスボンベ・廃油・農薬・火薬類
　◎専門的なもの
　　自動車部品（タイヤ・バッテリー等）・農機具類
　◎処理困難物
　　畳・ドラム缶・浴槽・ピアノ
出す時の注意
◦ カーペットや布団などは小さくたたみ、縛って出

してください。
◦ 刃物等の危険なものは、紙などに包んで品目を明

記して出してください。
◦ ガラスや鏡などは収集や処理の事故防止の為、段

ボール箱等に入れて出してください。

　笠置町・和束町・南山城村から集められた粗大ご
みの中にはスプレー缶・空き缶・ペットボトル等の
混入が目立っています。
　ごみの分別にご協力ください。
粗大ごみ収集日
　　笠置町　毎月　第４月曜日
　　和束町　毎月　第３火曜日（湯船・中和束）
　　　　　　　　　第４火曜日（東和束・西和束）
　　南山城村毎月　 第１月曜日（高尾・田山・今山・

奥田・押原・本郷・南大河原）
　　　　　　　　　 第２月曜日（月ヶ瀬NT・野殿・

童仙房）
ごみの出し方に関する問合せ
　　笠置町税住民課　　　☎0743･95･2301（代表）
　　和束町農村振興課　　☎0774･78･3008（直通）
　　南山城村産業観光課　☎0743･93･0105（直通）

☎ 0120・4199・22

※
以
上
の
各
種
相
談
に
つ
い
て
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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おしらせ

農村宿泊体験（農泊）6月の状況

問合せ　京都やましろ体験交流協議会
〒619-1222　和束町白栖大狭間35（和束町活性化センター内）
☎：0774・78・3396　担当：下村・鍵岡
E-mail：info@chagenkyo.com

　お会いできない日々が続きますが、みなさん、
お元気でお過ごしでしょうか。
　8 月以降の農泊受入について、現在、学校と相談
しながら準備を進めているところです。
　日々、状況が変化するので、みなさんにはタイ
ミングをみて、あらためて今後の予定をおしらせ
できたらと思います。その際はご協力お願いいた
します。
　またみなさんにお会いできる日を、楽しみにし
ております。

　笠置町・和束町・南山城村の３町村協働で組織
した「京都やましろ体験交流協議会」では、子ど
もたちや海外の方々と農村のありのままの生活を
共に送る、「農泊事業」を進めています。いっしょ
にごはんを作り、食べ、お茶を急須で淹れて飲み、
話し、家族のように過ごしていただきます。少しで
も受入にご興味をお持ちいただいた、笠置町・和
束町・南山城村のみなさん、事務局が全力でサポー
トいたします。お気軽にご連絡ください。

詳細については下記に確認してください。
受付・問合せ
①自衛隊京都地方協力本部
　京都市中京区西ノ京笠殿町38
　　☎075・803・0821
②宇治地域事務所
　宇治市広野町西裏71-5　S.C OKUBO 202号室
　　☎0774・44・7139

募集種目及び試験期日等
募集種目 受付期間 試験期日 資　格

航　空　学　生
7月 1日（水）

～
9月10日（木）

 9月22日(火・祝)
10月17日（土）～22日（木）
　　11月20日（金）～12月16日（水）
　　11月14日(土)～12月17日(木)

海：18歳以上23歳未満の者
　◇ 高卒または高専３年次修了者（いず

れも見込含）
空：18歳以上21歳未満の者
　◇ 高卒または高専３年次修了者（いず

れも見込含）

一般曹候補生
（２回目）

7月 1日（水）
～

9月10日（木）

 9月18日（金）～20日（日）
10月 9日（金）～14日（水）

いずれか1日を指定します。

18歳以上33歳未満の者
（ 32歳の者は採用予定月の末日現在、33

歳に達していない者）

自衛官
候補生

男　子 年間を通じて
おこなって

います。
受付時におしらせします　（※）

18歳以上33歳未満の者
（ 32歳の者は、採用予定月の１日から起

算して３月に達する日の翌月の末日現
在、33歳に達していない者）女　子

令和2年度自衛官募集案内

1次

1次

2次

2次

3次 海

空

※令和３年３月高等学校卒業予定者または中等教育学校卒業予定者のための採用試験は、令和２年９月16日以降におこないます。

③笠置町総務財政課　☎0743・95・2301(代表)
　和束町総務課　　　☎0774・78・3001(直通)
　南山城村総務課　　☎0743・93・0102(直通)
④その他　 自衛隊各駐屯地・各基地等においても案

内をおこなっています。

ご寄付ありがとうございました「和束町ふるさと応援寄附金」へ次のとおりご寄付をいただきました。（令和２年５月受付）
　氏名：奥野博之様　　住所：相楽郡和束町　　寄付金額：100,000円

受入れ家庭の勉強会の様子
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図書室だより

★ Pick UP ★
「ファクトフルネス」
ハンス・ロスリング、オーラ・
ロスリング、アンナ・ロスリング・
ロンランド ／ 著
上杉周作、関美和 ／ 訳

　賢い人ほどとらわれる10
の思い込みから解放されれ
ば、癒され、世界を正しく
見るスキルが身につく。デー
タや事実に基づき、世界を
正しく読み解く習慣「ファ
クトフルネス」を紹介する。

今月の新着図書
町村別 種　類 タ イ ト ル 著 者 名

笠 置 町

一般書

線は、僕を描く 砥上裕將

流浪の月 凪良ゆう

クスノキの番人 東野圭吾

児童書

ママはかいぞく カリーヌ・シュリュグ

2 分の 1 の魔法 スザンヌ・フランシス

トラブル旅行社 廣島玲子

和 束 町

一般書

発注いただきました ! 朝井リョウ

夜明けの M 林真理子

世界の神様解剖図鑑 平藤喜久子

児童書

夜の生き物図鑑 今泉忠明

いらっしゃい せなけいこ

くすのきだんちのねむりいす 末崎茂樹

南山城村

一般書

ファクトフルネス ハンス・ローリング

ライオンのおやつ 小川糸

ぼくはイエローでホワイトでちょっとブルー フレディ・みか

児童書

ゆらゆらチンアナゴ 横塚眞己人

ヤワなおとなにならない ! 生き方ルールブック 斎藤孝

ぱかっ 森あさ子

☆3町村のどなたでも借りられます。最寄の図書室でリクエストしてください。

金
融
商
品
に
係
る
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
ご
注
意
！

　

様
々
な
タ
イ
プ
の
金
融
犯
罪
が
発

生
し
て
い
る
現
在
、
誰
も
が
被
害
者

に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ど
ん

な
点
に
注
意
し
た
ら
い
い
か
用
心
す

べ
き
ポ
イ
ン
ト
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し 

ょ
う
。

質
問
１

　

高
齢
の
両
親
が
、
間
違
い
な
く
も

う
か
る
と
教
え
ら
れ
た
電
話
勧
誘
で

聞
い
た
こ
と
の
な
い
会
社
の
海
外

フ
ァ
ン
ド
に
投
資
し
よ
う
と
し
て
い

る
。
業
者
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
な
い

が
、
信
用
で
き
る
の
か
？ 

回
答
１

　

取
引
内
容
を
十
分
に
理
解
で
き
な

い
商
品
に
投
資
す
る
こ
と
は
危
険
そ

の
も
の
で
す
。
事
業
者
に
つ
い
て
は

ま
ず
金
融
商
品
取
引
業
の
登
録
の
有

無
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

質
問
２

　

商
品
先
物
取
引
業
者
が
何
度
も
電

話
を
か
け
て
き
て
勧
誘
。
し
つ
こ
く

て
困
っ
て
い
る
。

回
答
２

　

商
品
先
物
取
引
法
で
は
、
勧
誘
の

要
請
を
し
て
い
な
い
顧
客
に
対
し
、

訪
問
ま
た
は
電
話
に
よ
り
勧
誘
を
行

う
こ
と
（
不
招
請
勧
誘
）
は
原
則
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、「
は
っ

き
り
断
る
」
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

そ
の
他
に
為
替
相
場
等
が
上
が
る

か
下
が
る
か
を
予
想
し
短
期
間
に
繰

り
返
し
取
引
し
た
場
合
、
損
失
額
が

大
き
く
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

「
絶
対
に
も
う
か
る
」「
簡
単
に
も
う

か
る
」
と
い
っ
た
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク

を
鵜
呑
み
に
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し 

ょ
う
。

　

と
く
に
、
投
資
を
す
る
場
合
は
投

資
に
適
し
た
お
金
や
目
的
を
見
極
め
、

「
リ
タ
ー
ン
」
だ
け
に
目
を
向
け
ず
、

「
リ
ス
ク
」
の
こ
と
も
考
え
ま
し
ょ
う
。

ト
ラ
ブ
ル
に
あ
っ
た
場
合
は
す
ぐ
に

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

消
費
生
活
の
相
談
や
苦
情
は
お
気
軽
に

　
　
　
　

相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
（
電
話
又
は
来
所
）

　

 

☎
０
７
７
４
・
72
・
９
９
５
５

　
　
　
　
　
　
　
（
ナ
ニ
？
キ
ュ
ー
キ
ュ
ー
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
！
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
談
は
無
料
で
す
。　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　
　
　

※「
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」☎
１
８
８（
い
や
や
！
）番
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
日　

月
～
金（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

相
談
時
間　

午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
４
時

　
　
　
　

※
土
日
・
祝
日（
年
末
年
始
を
除
く
）は

　
　
　
　

☎
０
７
５
・
２
５
７
・
９
０
０
２
へ（
電
話
の
み
）

住　

所　

 

木
津
川
市
木
津
上
戸
15　

相
楽
会
館
１
階

　
　
　
　

京
都
府
木
津
総
合
庁
舎
東
隣（
Ｊ
Ｒ
木
津
駅
東
口
か
ら
徒
歩
約
５
分
）

相
談
す
れ
ば

楽
に
な
る

和束町体験交流センター図書室より
☆『おはなしのじかん』のご案内
　日　時　6月28日（日）午前10時30分～
　場　所　和束町体験交流センター1階ホール

図書室の連絡先
　笠置町図書室　　　　　　　　　☎ 0743・95・2726
　和束町体験交流センター図書室　☎ 0774・78・4013
　南山城村図書室　　　　　　　　☎ 0743・93・0522



ベストショットまち＊むら 和束町

テレティーパーティ（テレビ電話お茶会）開催

笠　置　寺

広
報

2020.6

第
171号

人口・世帯数
（令和２年５月１日現在）３町村人口

和 束 町

〒619-1295 京都府相楽郡
和束町大字釜塚小字生水14-2
☎0774-78-3001
℻0774-78-2799

http://www.town.wazuka.kyoto.jp/

南 山 城 村

〒619-1411 京都府相楽郡
南山城村大字北大河原小字久保14-1
☎0743-93-0101
℻0743-93-3030

http://www.vill.minamiyamashiro.lg.jp/

笠 置 町

〒619-1303 京都府相楽郡
笠置町大字笠置小字西通90-1
☎0743-95-2301
℻0743-95-2961

https://www.town.kasagi.lg.jp/

人　口 3,817人　
世帯数 1,703世帯

（減8）
（増4）

人　口 1,269人　
世帯数   635世帯

（増1）
（増2）

人　口 2,628人　
世帯数 1,221世帯

（減9）
（減3）

編
集
・
発
行
　
相
楽
東
部
広
域
連
合

〒
619-1205 京

都
府
相
楽
郡
和
束
町
大
字
中
小
字
平
田
23番

地
の
1

☎
0
7
7
4
-7
8
-0
1
2
0
　
℻
0
7
7
4
-7
8
-0
1
2
1

運行日：月・水・金・土
（祝日運行・12月29日～１月３日は運休）

運　賃：最大300円
　8：15／ 10：15／ 13：15 ／ 15：40

　9：15／ 11：15／ 14：15 ／ 16：40

【運行状況や忘れ物に関すること】
株式会社キタモリ
☎0595・38・1524
【その他の問合せ】
南山城村総務課
☎0743・93・0102

運行状況確認
QRコード

加茂方面のお出かけに。【相楽東部広域バス】好評運行中!

　４月24日（金）と５月15日（金）に和束町ス
マートワークオフィスでテレビ電話によるお茶会
として「テレティーパーティ」を開きました。和
束町スマートワークオフィスを運営・管理してい
る一般社団法人国際日本茶協会が、コロナウィル
ス感染症防止のため、在宅勤務や自宅待機をして
いる人を対象として実施し、４月24日（金）は
12ヵ国23人、５月15日（金）は10ヵ国38人が
参加しました。
　参加者はそれぞれの自宅などでお茶を準備し、
パソコンの画面に向かって、お気に入りのお茶や
茶器などを映しながら会話を楽しみました。

【所在地：笠置町大字笠置小字笠置山】

　今から約1300年前に天武天皇が皇子の頃に、
この地に狩猟に来て獲物を追い、山頂にある岩の
上にさしかかると突然、大鹿が現れ、乗っている
馬が驚き、眼前の谷まで追いつめられ、進退窮
まったときに弥勒仏に祈念して危うく難を免れま
した。目印として笠をおいて、帰京し、後日再度
訪れたときに上空を舞う一羽の白鷺に導かれるよ
うに笠の場所に気づきました。そこで、この岩を
「笠置岩」、山を「鹿鷺山」と名付け、岩に弥勒の
像を刻み、伽藍を建造したことが笠置寺の起源と
言われています。

正月堂

山門

笠置町いいところめぐりまち・
　　むら

が  らん


